
JP 2021-194574 A 2021.12.27

(57)【要約】
【課題】難脱水性の有機性汚泥についても効率的に脱水処理して低含水率の脱水ケーキを
得ることができる汚泥の脱水方法を提供する。
【解決手段】有機性汚泥に対して、カチオン性界面活性剤と、２価金属塩と、を添加し、
その後、カチオン性高分子凝集剤を添加して脱水する、汚泥の脱水方法である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機性汚泥に対して、カチオン性界面活性剤と、２価金属塩と、を添加し、その後、カ
チオン性高分子凝集剤を添加して脱水することを特徴とする汚泥の脱水方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の汚泥の脱水方法であって、
　前記カチオン性界面活性剤が、下記一般式（１）によって示されるアルキル第４級アン
モニウム塩、下記一般式（２）によって示されるアルキルジメチルベンジルアンモニウム
塩、および下記一般式（３）によって示されるアルキルピリジニウム塩のうちの少なくと
も１つであることを特徴とする汚泥の脱水方法。
【化１】

　　　（１）
（Ｒ１～Ｒ４は、独立して炭素数１～２０のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－

、またはＯＨ－である。）
【化２】

　　　（２）
（Ｒは、炭素数４～２４のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、またはＯＨ－で
ある。）
【化３】

　　　（３）
（Ｒは、炭素数６～２０のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、またはＯＨ－で
ある。）
【請求項３】
　請求項１または２に記載の汚泥の脱水方法であって、
　前記２価金属塩が、塩化マグネシウム、水酸化マグネシウム、炭酸マグネシウム、硫酸
マグネシウム、塩化カルシウム、水酸化カルシウム、炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、
塩化第１鉄、水酸化鉄（ＩＩ）、硫酸第１鉄、塩化バリウム、水酸化バリウム、炭酸バリ
ウム、硫酸バリウムのうちの少なくとも１つであることを特徴とする汚泥の脱水方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の汚泥の脱水方法であって、
　前記カチオン性高分子凝集剤を添加した後、さらにアニオン性高分子凝集剤を添加する
ことを特徴とする汚泥の脱水方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚泥の脱水方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　下水処理、屎尿処理およびその他の各種産業廃水処理等において発生する有機性汚泥は
難脱水性のものが多く、このような有機性汚泥に汚泥脱水剤を添加して脱水処理して得ら
れる脱水ケーキの含水率は高い場合が多い。含水率が高い脱水ケーキを焼却処理する際の
焼却燃料の増加や最終処分量の増大等、処分費、環境負荷の点等から、得られる脱水ケー
キの含水率のさらなる低減が望まれている。
【０００３】
　従来、有機性汚泥を凝集処理して脱水する際に用いられているカチオン性高分子凝集剤
としては、例えばジメチルアミノエチルメタクリレート系、ジメチルアミノエチルアクリ
レート系、ポリアミジン系が用いられていたが、さらなる脱水効果の改善のために、特許
文献１～３に示すような提案がなされている。
【０００４】
　特許文献１，２には、カチオン性界面活性剤および高分子凝集剤を添加し、脱水処理を
行うことが記載されている。
【０００５】
　特許文献３には、有機性汚泥に酵素を添加し、さらに界面活性剤、アルカリ土類金属化
合物またはアルカリ金属化合物を添加し、脱水処理を行うことが記載されている。
【０００６】
　このような問題に対して、従来の汚泥脱水剤はいずれも十分に満足し得るものとは言え
ず、例えば特許文献１，２に記載されている方法では、カチオン性界面活性剤を添加する
ことにより脱水ケーキの含水率をある程度低減することが可能だが、高価なカチオン性界
面活性剤を多量に添加する必要があるため、現実的ではない。特許文献３に記載されてい
る方法では、高価な酵素を必要とすることに加えて、酵素自体を低温保存する必要がある
ため、取り扱いが難しいといった問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開昭６１－２０４０９８号公報
【特許文献２】特開昭６１－２０４１００号公報
【特許文献３】特開平１０－０８０６９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、難脱水性の有機性汚泥についても効率的に脱水処理して低含水率の脱
水ケーキを得ることができる汚泥の脱水方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、有機性汚泥に対して、カチオン性界面活性剤と、２価金属塩と、を添加し、
その後、カチオン性高分子凝集剤を添加して脱水する、汚泥の脱水方法である。
【００１０】
　前記汚泥の脱水方法において、前記カチオン性界面活性剤が、下記一般式（１）によっ
て示されるアルキル第４級アンモニウム塩、下記一般式（２）によって示されるアルキル
ジメチルベンジルアンモニウム塩、および下記一般式（３）によって示されるアルキルピ
リジニウム塩のうちの少なくとも１つであることが好ましい。
【化１】

　　　（１）
（Ｒ１～Ｒ４は、独立して炭素数１～２０のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－
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、またはＯＨ－である。）
【化２】

　　　（２）
（Ｒは、炭素数４～２４のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、またはＯＨ－で
ある。）

【化３】

　　　（３）
（Ｒは、炭素数６～２０のアルキル基、Ｘ－は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、またはＯＨ－で
ある。）
【００１１】
　前記汚泥の脱水方法において、前記２価金属塩が、塩化マグネシウム、水酸化マグネシ
ウム、炭酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、塩化カルシウム、水酸化カルシウム、炭酸
カルシウム、硫酸カルシウム、塩化第１鉄、水酸化鉄（ＩＩ）、硫酸第１鉄、塩化バリウ
ム、水酸化バリウム、炭酸バリウム、硫酸バリウムのうちの少なくとも１つであることが
好ましい。
【００１２】
　前記汚泥の脱水方法において、前記カチオン性高分子凝集剤を添加した後、さらにアニ
オン性高分子凝集剤を添加することが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明により、難脱水性の有機性汚泥についても効率的に脱水処理して低含水率の脱水
ケーキを得ることができる汚泥の脱水方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】参考例１における、界面活性剤の添加量（％対ＳＳ）に対する脱水ケーキの含水
率（％）を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施の形態について以下説明する。本実施形態は本発明を実施する一例であっ
て、本発明は本実施形態に限定されるものではない。
【００１６】
　本発明の実施形態に係る汚泥の脱水方法は、有機性汚泥に対して、カチオン性界面活性
剤と、２価金属塩と、を添加し、その後、カチオン性高分子凝集剤を添加して脱水する方
法である。
【００１７】
　本発明の実施形態に係る汚泥の脱水方法は、有機性汚泥に対して、カチオン性界面活性
剤と、２価金属塩と、を添加し、その後、カチオン性高分子凝集剤を添加し、さらにアニ
オン性高分子凝集剤を添加して脱水する方法である。
【００１８】
　例えば、まず有機性汚泥にカチオン性界面活性剤および２価金属塩を添加した後、撹拌
を行い、次いでカチオン性高分子凝集剤を添加混合することにより、有機性汚泥の凝集フ
ロックを形成し、得られた凝集物を固液分離すればよい。また、例えば、まず有機性汚泥
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にカチオン性界面活性剤および２価金属塩を添加した後、撹拌を行い、次いでカチオン性
高分子凝集剤を添加混合し、その後、アニオン性高分子凝集剤を添加混合することにより
、有機性汚泥の凝集フロックを形成し、得られた凝集物を固液分離してもよい。なお、カ
チオン性界面活性剤および２価金属塩の添加順序は、どちらが先でもよい。
【００１９】
　本実施形態に係る汚泥脱水剤および汚泥の脱水方法によって、難脱水性の有機性汚泥に
ついても効率的に脱水処理して低含水率の脱水ケーキを得ることができる。また、低添加
量のカチオン性界面活性剤で低含水率の脱水ケーキを得ることが可能となる。
【００２０】
　カチオン性界面活性剤としては、下記一般式（１）によって示されるアルキル第４級ア
ンモニウム塩、下記一般式（２）によって示されるアルキルジメチルベンジルアンモニウ
ム塩、下記一般式（３）によって示されるアルキルピリジニウム塩、塩化ベンゼトニウム
等が挙げられる。
【００２１】

【化４】

　　　（１）
（Ｒ１～Ｒ４は、例えば、独立して直鎖または分岐の炭素数１～２０のアルキル基であり
、直鎖または分岐の炭素数１～１８のアルキル基が好ましい。Ｘ－は、例えば、Ｃｌ－、
Ｂｒ－、Ｉ－、またはＯＨ－であり、Ｃｌ－、Ｂｒ－が好ましい。）
【００２２】

【化５】

　　　（２）
（Ｒは、例えば、直鎖または分岐の炭素数４～２４のアルキル基であり、直鎖または分岐
の炭素数６～１８のアルキル基が好ましい。Ｘ－は、例えば、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ま
たはＯＨ－であり、Ｃｌ－、Ｂｒ－が好ましい。）
【００２３】
【化６】

　　　（３）
（Ｒは、例えば、直鎖または分岐の炭素数６～２０のアルキル基であり、直鎖または分岐
の炭素数６～１５のアルキル基が好ましい。Ｘ－は、例えば、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ま
たはＯＨ－であり、Ｃｌ－、Ｂｒ－が好ましい。）
【００２４】
　これらのうち、汚泥の脱水効果が高い等の点から、上記一般式（１）によって示される
アルキル第４級アンモニウム塩、上記一般式（２）によって示されるアルキルジメチルベ
ンジルアンモニウム塩、および上記一般式（３）によって示されるアルキルピリジニウム
塩のうちの少なくとも１つであることが好ましい。
【００２５】
　２価金属塩としては、マグネシウム、カルシウム、鉄、バリウム、ストロンチウム、ラ
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ジウム等の塩化物、臭化物、ヨウ化物、水酸化物、炭酸塩、硫酸塩等が挙げられる。これ
らのうち、汚泥の脱水効果が高い等の点から、塩化マグネシウム、水酸化マグネシウム、
炭酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、塩化カルシウム、水酸化カルシウム、炭酸カルシ
ウム、硫酸カルシウム、塩化第１鉄、水酸化鉄（ＩＩ）、硫酸第１鉄、塩化バリウム、水
酸化バリウム、炭酸バリウム、硫酸バリウムのうちの少なくとも１つであることが好まし
い。
【００２６】
　カチオン性高分子凝集剤としては、ポリアミジン、ジメチルアミノエチルメタクリレー
ト系高分子凝集剤（ＤＡＭ）、ジメチルアミノエチルアクリレート系高分子凝集剤（ＤＡ
Ａ）、ベンジルクロライド系高分子凝集剤（ＢＣ）、エピクロロヒドリン・ジメチルアミ
ン縮合物、ジシアンジアミン・ホルムアルデヒド縮合物等が挙げられ、汚泥の脱水効果が
高い等の点から、ポリアミジン、ジメチルアミノエチルメタクリレート系高分子凝集剤（
ＤＡＭ）、ジメチルアミノエチルアクリレート系高分子凝集剤（ＤＡＡ）が好ましい。ジ
メチルアミノエチルメタクリレート系高分子凝集剤（ＤＡＭ）は、ジメチルアミノエチル
メタクリレートの単独重合体、ジメチルアミノエチルメタクリレートの四級化物の単独重
合体、ジメチルアミノエチルメタクリレートとアクリルアミドとの共重合体、およびジメ
チルアミノエチルメタクリレートの四級化物とアクリルアミドとの共重合体のうちの少な
くとも１つを含む凝集剤である。ジメチルアミノエチルアクリレート系高分子凝集剤（Ｄ
ＡＡ）は、ジメチルアミノエチルアクリレートの単独重合体、ジメチルアミノエチルアク
リレートの四級化物の単独重合体、ジメチルアミノエチルアクリレートとアクリルアミド
との共重合体、ジメチルアミノエチルアクリレートの四級化物とアクリルアミドとの共重
合体のうちの少なくとも１つを含む凝集剤である。
【００２７】
【化７】

【化８】

（ｘは、例えば、０～２０００００、ｙは、例えば、５０～１２００００である。）
　　ジメチルアミノエチルメタクリレート系高分子凝集剤（ＤＡＭ）
【００２８】
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【化９】

【化１０】

（ｘは、例えば、０～２０００００、ｙは、例えば、５０～１２００００である。）
　　ジメチルアミノエチルアクリレート系高分子凝集剤（ＤＡＡ）
【００２９】
　アニオン性高分子凝集剤としては、ポリアクリルアミド系（アクリルアミドとアクリル
酸塩との共重合物）、メタアクリル酸系等が挙げられ、コスト等の点から、ポリアクリル
アミド系が好ましい。
【００３０】
　カチオン性高分子凝集剤の重量平均分子量は、特に制限はないが、１万～１５００万の
範囲であることが好ましく、１０万～１０００万の範囲であることがより好ましい。カチ
オン性高分子凝集剤の重量平均分子量が１万未満であると、汚泥が十分に凝集しない場合
があり、１５００万を超えると、高分子凝集剤自体が水を抱水し、十分に含水率が低下し
ない場合がある。
【００３１】
　アニオン性高分子凝集剤の重量平均分子量は、特に制限はないが、１００万～４０００
万の範囲であることが好ましく、５００万～３０００万の範囲であることがより好ましい
。アニオン性高分子凝集剤の重量平均分子量が１００万未満であると、汚泥が十分に凝集
しない場合があり、４０００万を超えると、アニオン性高分子凝集剤自体が水を抱水し、
十分に含水率が低下しない場合がある。
【００３２】
　本実施形態に係る汚泥脱水剤において、カチオン性界面活性剤の添加量は、汚泥のＳＳ
量に対して０．１～５０質量％の範囲であることが好ましく、０．５～３０質量％の範囲
であることがより好ましい。カチオン性界面活性剤の添加量が汚泥のＳＳ量に対して０．
１質量％未満であると、脱水効果が十分に発揮されない場合があり、５０質量％を超える
と、カチオン性界面活性剤のコスト面で不利になる場合がある。
【００３３】



(8) JP 2021-194574 A 2021.12.27

10

20

30

40

50

　本実施形態に係る汚泥脱水剤において、２価金属塩の添加量は、汚泥のＳＳ量に対して
０．５～１００質量％の範囲であることが好ましく、１～５０質量％の範囲であることが
より好ましい。２価金属塩の添加量が汚泥のＳＳ量に対して０．５質量％未満であると、
脱水効果が十分に発揮されない場合があり、１００質量％を超えると、２価金属塩自体が
汚泥となるため、汚泥廃棄量が増加する場合がある。
【００３４】
　本実施形態に係る汚泥脱水剤において、カチオン性高分子凝集剤の添加量は、汚泥のＳ
Ｓ量に対して０．１～１０質量％の範囲であることが好ましく、０．５～５質量％の範囲
であることがより好ましい。カチオン性高分子凝集剤の添加量が汚泥のＳＳ量に対して０
．１質量％未満であると、汚泥の脱水効果が得られない場合があり、１０質量％を超える
と、汚泥の凝集フロックが形成されない場合がある。アニオン性高分子凝集剤を添加する
場合、アニオン性高分子凝集剤の添加量は、汚泥のＳＳ量に対して０．０１～２質量％の
範囲であることが好ましく、０．０５～１質量％の範囲であることがより好ましい。アニ
オン性高分子凝集剤の添加量が汚泥のＳＳ量に対して０．０１質量％未満であると、アニ
オン性高分子凝集剤の不足により汚泥が凝集しない場合があり、２質量％を超えると、ア
ニオン性高分子凝集剤の過多により水に粘性が生じ、汚泥が十分に脱水されない場合があ
る。
【００３５】
　脱水の対象となる汚泥は、有機性汚泥を含み、さらに無機性汚泥を含んでもよい。有機
性汚泥は、下水処理、屎尿処理およびその他の各種産業廃水処理等の有機物を含む排水の
処理において発生する汚泥であり、無機性汚泥は、無機物を含む排水の処理において発生
する汚泥である。
【００３６】
　本実施形態に係る汚泥の脱水方法において、カチオン性界面活性剤と、２価金属塩と、
カチオン性高分子凝集剤と、を含む汚泥脱水剤として製剤化し、この汚泥脱水剤を汚泥に
対して添加して脱水してもよい。例えば、カチオン性界面活性剤と２価金属塩とを含む製
剤と、カチオン性高分子凝集剤を含む製剤と、の２剤を含む汚泥脱水剤とすればよい。ま
た、例えば、カチオン性界面活性剤と２価金属塩とを含む製剤と、カチオン性高分子凝集
剤を含む製剤と、アニオン性高分子凝集剤を含む製剤と、の３剤を含む汚泥脱水剤とすれ
ばよい。
【００３７】
　汚泥の脱水の際の温度は、特に制限はないが、例えば、１０～４０℃の範囲とすればよ
い。
【００３８】
　汚泥の脱水の際のｐＨは、特に制限はないが、例えば、ｐＨ３～ｐＨ１０の範囲とすれ
ばよい。
【００３９】
　汚泥の脱水の際に、カチオン性界面活性剤、２価金属塩、カチオン性高分子凝集剤、ア
ニオン性高分子凝集剤の他に、無機凝集剤、有機凝結剤、合成繊維等を添加してもよい。
【００４０】
　固液分離の方法としては、特に制限はないが、例えば、自然沈降分離、膜分離、ベルト
プレス脱水機、スクリュープレス脱水機、遠心脱水機、フィルタープレス脱水機、多重円
盤脱水機、真空脱水機、電気浸透脱水機等が挙げられる。
【実施例】
【００４１】
　以下、実施例および比較例を挙げ、本発明をより具体的に詳細に説明するが、本発明は
、以下の実施例に限定されるものではない。
【００４２】
［汚泥性状］
　本実施例および比較例において処理対象とする汚泥は生物処理により発生した余剰汚泥
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【００４３】
　処理対象とした有機性汚泥について、下水試験法に基づいて、導電率（ＥＣ）、蒸発残
留物、蒸発残留物（ＴＳ）の強熱減量（ＶＴＳ）、浮遊（懸濁）物質（ＳＳ）、浮遊物質
（ＳＳ）の強熱減量（ＶＳＳ）を測定した。今回用いた有機性汚泥Ａ～Ｄの性状を表１に
示す。
【００４４】
【表１】

【００４５】
＜参考例１、参考比較例１＞
　表１に示す性状の汚泥Ａ（３００ｍＬ）を容量５００ｍＬのビーカーに採り、それに界
面活性剤の水溶液を所定量加え、１時間撹拌した。次に０．３質量％水溶液のポリジメチ
ルアミノエチルメタクリレート系のカチオン性高分子凝集剤を所定量加え、よく撹拌した
。最後にポリアクリルアミド系のアニオン性高分子凝集剤を加え、よく撹拌し、汚泥フロ
ックを形成した。
【００４６】
　次いで、汚泥フロックを手絞りにより脱水し、脱水ケーキを形成した。その脱水ケーキ
を温度１０５℃で終夜（１２時間）乾燥した後、脱水ケーキ中の水分量を計測してケーキ
含水率（質量％）とした。結果を表２、図１に示す。
【００４７】
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【表２】

【００４８】
　カチオン性界面活性剤を添加した参考例１－１～１－１３では、カチオン性界面活性剤
の添加と共に脱水性能が大きく向上した。中でも、塩化ベンザルコニウムを添加した系が
最も脱水性能が良いことが確認できた。一方で、両性界面活性剤を添加した参考比較例１
－１～１－４では、脱水性能の向上はほとんどなかった。また、アニオン性界面活性剤を
添加した参考比較例１－５～１－７では凝集フロックが形成せず、含水率を測定すること
ができなかった。
【００４９】
　以上の結果より、カチオン性の界面活性剤を添加することにより脱水性能が向上するこ
とが確認できた。
【００５０】
＜実施例１、比較例１＞
　汚泥Ａの代わりに汚泥Ｂを用いたこと、界面活性剤とともに金属塩を添加する以外は参
考例１と同様に実験を実施した。結果を表３に示す。
【００５１】
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【表３】

【００５２】
　塩化カルシウムを添加していない比較例１－１と比べて、実施例１－１，１－２では、
塩化ベンザルコニウムと塩化カルシウムを併用することにより、脱水性能が大きく向上す
ることが確認できた。
【００５３】
＜実施例２、比較例２＞
　実施例２－１に関しては、実施例１と同様に実験を実施した。実施例２－２に関しては
、金属塩として炭酸カルシウムを用いる以外は、実施例２－３に関しては、金属塩として
水酸化カルシウムを用いる以外は実施例１と同様に実験を実施した。
【００５４】
　比較例２－１に関しては、表１に示す性状の有機性汚泥３００ｍＬを容量５００ｍＬの
ビーカーに採り、０．３質量％水溶液のカチオン性高分子凝集剤を所定量加え、よく撹拌
した。最後にアニオン性高分子凝集剤を加え、よく撹拌し、汚泥フロックを形成した。
【００５５】
　次いで、汚泥フロックを手絞りにより脱水し、脱水ケーキを形成した。その脱水ケーキ
を温度１０５℃で終夜（１２時間）乾燥した後、脱水ケーキ中の水分量を計測してケーキ
含水率とした。結果を表４に示す。
【００５６】

【表４】

【００５７】
　実施例２－１～２－３では、対イオンの異なるカルシウム塩を用いて実験を実施した。
その結果、どのカルシウム塩を添加しても脱水性能の向上が認められたが、中でも塩化カ
ルシウムと水酸化カルシウムの脱水性能が良好であることが確認できた。
【００５８】
＜実施例３、比較例３＞
　実施例３－１～３－８に関しては、２価金属の種類を変えた以外は実施例１と同様に実
験を実施した。
【００５９】
　比較例３－１～３－４に関しては、界面活性剤を添加していないこと以外は実施例１と
同様に実験を実施した。結果を表５に示す。
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【００６０】
【表５】

【００６１】
　実施例３－１～３－８では、２価金属の種類を変えて実験を実施した。その結果、どの
２価の金属塩でも大幅に脱水性能が向上することが明らかとなった。またＭｇＣｌ２＜Ｃ
ａＣｌ２＜ＦｅＣｌ２＜ＢａＣｌ２の順で脱水性能が向上することがわかった。
【００６２】
＜比較例４＞
　比較例４－１に関しては、汚泥Ｃを用いたこと、界面活性剤を添加していないこと以外
は実施例１と同様に実験を実施した。比較例４－２に関しては、汚泥Ｃを用いたこと、金
属塩を添加していないこと以外は実施例１と同様に実験を実施した。比較例４－３に関し
ては、汚泥Ｃを用いたこと以外は参考例１と同様に実験を実施した。結果を表６に示す。
【００６３】
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【表６】

【００６４】
　比較例４－３では、１価の金属塩であるＮａＣｌとカチオン性界面活性剤である塩化ベ
ンザルコニウムを添加して脱水試験を行ったが、脱水性能の向上は見られず、界面活性剤
単独である比較例４－２と比較すると、脱水性能は悪化してしまった。以上より、１価の
金属塩を添加すると、脱水性能が悪化することが確認できた。
【００６５】
＜実施例５、比較例５＞
　実施例５－１～５－４に関しては、カチオン性界面活性剤の種類を変え、汚泥Ｂを用い
たこと以外は実施例１と同様に実験を実施した。
【００６６】
　比較例５－１に関しては、汚泥Ｂを用いたこと以外は比較例２－１と同様に実験を実施
した。結果を表７に示す。
【００６７】

【表７】

【００６８】
　実施例５－１～５－４では、カチオン性界面活性剤の種類を変えて実験を実施した。そ
の結果、塩化ベンザルコニウムに限らず臭化セチルトリメチルアンモニウムでも金属塩併
用による脱水性の構造が確認できた。
【００６９】
＜実施例６、比較例６＞
　実施例６－１～６－４に関しては、塩化ベンザルコニウムおよび塩化カルシウムの添加
濃度を変え、汚泥Ｄを用いたこと以外は実施例１と同様に実験を実施した。
【００７０】
　比較例６－１に関しては、汚泥Ｄを用いたこと以外は比較例２－１と同様に実験を実施
した。結果を表８に示す。
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【表８】

【００７２】
　実施例６－１～６－４では、塩化ベンザルコニウムおよび塩化カルシウムの添加濃度を
変えて実験を実施した。その結果、塩化ベンザルコニウムの添加量がごく少量であっても
、塩化カルシウムを添加することにより脱水性能が向上することが確認できた。
【００７３】
　このように、実施例の汚泥の脱水方法によって、難脱水性の有機性汚泥についても効率
的に脱水処理して低含水率の脱水ケーキを得ることができた。

【図１】
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